
１．はじめに

工事概要

�１ 工 事 名：平成１９年度三遠南信大島地区道路

建設工事

�２ 発 注 者：国土交通省中部地方整備局

�３ 工事場所：愛知県新城市大島

�４ 工 期：平成１９年９月７日～

平成２１年３月１０日

当現場は大島トンネルと名号トンネルという、

二つのトンネルに挟まれた区間を盛土するという

工事である。盛土の土砂は発生土A・Bと大別さ

れ、発生土Aは通常に盛土が出来る一般土砂及

び岩砕であり、発生土Bは重金属を含むトンネ

ル土砂である。この土砂は遮水シートで覆い外部

への流出を防ぐ構造とし、盛土内部に閉じ込める

のが設計仕様となっている。

２．現場における問題点

土砂の受入れは、自社による運搬、２社のトン

ネル工事、他４社の工事と搬出先が多種となって

いる。また、隣接するトンネル工事は２４時間体制

で施工しており、現場の出入口は１箇所しかない

為、関係する業者はすべて同じ出入口を利用する。

多種の異なる土質の盛土管理及び盛土の進捗に伴

う工事用道路を確保する為、他業者との密な打合

せ、連携が必要であった。

３．工夫・改善点

�１ 試験盛土の実施

搬出先毎で土質が変化していることから、予め

土質材料試験を各土質毎（搬出先毎）実施して、

まき出し厚、転圧回数を決定した（写真―１）。

またオペレーター等に、盛土管理周知する目的

として、敷均し厚はカラーコーンの色分け、（写

真―２）転圧回数は直接明示を行い周知した（写

真―３）。
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写真―１ 盛土試験

写真―２ 敷均し厚カラーコーン表示
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�２ 盛土トレーサビリティ管理

下記の図（図―１）のように土砂の種類別に色

分けし、盛土した場所を示した。毎日記録してい

く事で、盛土のトレーサビリティ管理を行った。

いつ何処へ盛土したかがわかる様になっている。

図―１ 盛土のトレーサビリティ管理

�３ 各業者への搬入ルート、盛土箇所の明確化

関係業者で毎週末２週間先までの工程打合せを

実施した。その際に搬入ルートの指定、搬入土量

の確認、盛土箇所の説明、工事車両の台数や来客

者等の確認とその周知徹底を打合せ記録（図―２）

にて記録し、各社出席者がサインをし、そのコピー

を配布した。

また、各社毎に当工事用道路の点検簿（図―３）

を配布し、記録してもらい、意見、要望等を双方

で日々確認し良好な作業環境維持に努めた。

�４ 沈下板の設置

当工事の盛土量は１０，０００～２０，０００�／月の急速

盛土となっている。また、次工事では本線盛土工

事が継続工事となっている。盛土部の異常沈下等

の有無、施工方法（盛土箇所）の監視を目的とし

た沈下板（写真―４）による動態観測を実施した。

沈下量と経過日数による盛土沈下曲線を作成し沈

下が終息したことを確認した。

写真―３ 転圧回数表示

図―２ 打ち合わせ記録

図―３ 工事用道路点検記録

写真―４ 沈下板設置状況
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４．おわりに

本工事の盛土材はトンネルズリや岩砕が主であ

り、比較的天候による工程の遅延が少なかった。

土砂等の盛土は天候による遅延が懸念され、密な

工程管理が必要であった。

今後の施工において感じたことは、大規模な盛

土を施工する際、品質の確保について、施工条件

が大きく影響する為、土質や地盤、周辺環境など

十分に検討する必要があるということである。今

回の経験を踏まえ、今後の参考としたい。
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